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研究成果の概要（和文）：デデリエ洞窟より2008－2009年の調査において発見された新たな幼児骨格について整理、復
元、形態学的記載・比較研究をおこなった。保存のよい大腿骨の形態と、恥骨／大腿骨のプロポーションがネアンデル
タール的であることから、この個体はネアンデルタール幼児であると判明した。
さらに、出土人骨・動物骨に付着するマトリックスと人骨周辺の土壌サンプルの組成分析より、一組の骨(上腕＋大腿
骨骨幹破片)が特異な堆積環境にあったことが判明し、形態学的検討の結果、このセットを別個体と確認することがで
きた。その他の同一個体の人骨は、一時埋葬されたものがタフォノミー過程の結果、分散したと考えた。

研究成果の概要（英文）：A new infant skeleton, which was discovered at 2008-2009 field campaign from the D
ederiyeh cave in Syria, was described and compared morphologically, after cleaning, individual sorting and
 restoration of the collected bone samples. Based on the morphology of the well-preserved femur, and the N
eanderthal-like proportion of the pubic bone / femoral length, this individual was found to be a Neanderth
al infant.
Furthermore, the chemical composition analysis of soil matrix samples that adhered to the unearthed human 
bones and animal bones indicated that a set of bones (upper arm + femoral shaft fragments) were found in a
 specific depositional environment. According to this and morphological assessment, this set was possibly 
identified as a different individual. The other human bones were assumed as a same individual, once buried
 in a deposit but scattered after a substantial duration of taphonomy process.
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１．研究開始当初の背景 
 
【デデリエ洞窟】 
デデリエ洞窟は今や世界有数の旧石器時
代遺跡である。中期旧石器ムステリアン石器
群に伴うネアンデルタール人骨の発見
(Akazawa et al. 1993, 1995, 1999; Dodo et 
al., 1995, 1998, 2003; Ishida et al., 2002, 
2003; Kondo et al. 1994, 1997, 1998, 2000, 
2003； Zollikofer et al., 2002)、同時代の詳
細な発掘調査研究(モノグラフ Akazawa and 
Muhesen, 2003 KW Publications ほか)、前期
旧石器ヤブルディアン石器群の発見や続旧
石器時代ナトゥーフィアン文化にともなう住居
址（焼失住居１軒を含む）（西秋他 2005, 
2006, 2008）など、続々と新たな発見が相次
ぎ、人類進化の教科書の章立てとびらを飾る
までになっている。 
 
【幼児人骨の新発見】  
2008－2009 年の調査において本洞窟より
幼児人骨が新たに発見された。これまでに見
つかった多数のヒト骨格資料（個体数で４０体
あまり）のうちすでにデデリエ 1号、2号幼児骨
格を含めた複数個体はネアンデルタール人と
して同定・記載されている。幼児段階であるデ
デリエ 1 号・2 号骨格を用いた研究では、ネア
ンデルタール人の成長に関して発表してきた
が（Kondo et al., 2003, 2005; Sawada et al., 
2004; Ponce de Leon et al, 2008）、今回の新
発見幼児人骨は、これらに加えさらにネアン
デルタール人の成長を実証する基礎データを
与えるものである。化石人類の成長研究は、ヒ
ト本来の成長パターン（生まれながらにして脳
が大きく、コドモ時代の成長期が長いなど）の
進化を考える上で欠かせないが、ただでさえ
資料数が少ない化石人類学の分野において
は未成人骨格標本の研究価値は高い。今回
の発見がネアンデルタール人幼児骨として同
定されれば、デデリエ洞窟からは３体の未成
人骨格を実物資料として提供することになり、
化石人類の成長研究にとって欠かせない標
本群となる。 
新発見の幼児人骨は頭蓋冠の一部、体幹・
四肢骨からなり、その出土状態は椎骨・肋骨・
骨盤にかけて解剖学的連続性が認められる
一方で、その他、四肢骨断片、一部肋骨・椎
骨片は周囲に散乱する状態であった。これま
でのネアンデルタール人骨発見例と同様、確
かな埋葬遺構は検出できなかった。ネアンデ
ルタール人が意図的に死者を埋葬することが
あったという考えは一定の支持を得ているが、
同時に疑念も提示されている(Gargett, 1999)。
それは、意図的埋葬の根拠が、主として人骨
の良好な保存状態のみによるものであり、埋
葬遺構・副葬品といった堆積学的、考古学的

証拠が弱い点にある。こういった点を補うため、
今回人骨検出時に 25x25cm の小グリッドを設
定し、人工遺物(石器)と動物骨・人骨の詳細な
3 次元分布を記録し、堆積学的分析に供する
ため小グリッドごとに土壌サンプルを採集し
た。 

 
２．研究の目的 
 
出土人骨の種同定がまず重要である。出土
した地層が洞窟奥の後期ムステリアンに比定
されること、付近の上下地層からすでにネアン
デルタール幼児骨(1 号、2 号)が同定されてい
ることなどから、今回の発見人骨もネアンデル
タールである可能性が高いが、記載・比較分
析を通してこれを形態学的に確認することが
第1である。さらには1号、2号人骨との比較、
他のネアンデルタール標本、現代人・類人猿
比較資料を含めた分析研究により、同一遺跡
内での変異、種内・種間変異について検証す
る。これらのデータはネアンデルタール人の成
長について、新たな証拠を与えるものである。 
人骨出土環境、化石生成史の復元に関し
ては、発掘時の情報を整理するとともに、土壌
サンプル、人骨・動物骨付着マトリックスの堆
積学的組成分析をおこなう (Oguchi and 
Fujimoto, 2003)。人骨の集中部位と周辺部位
の組成の異同、集中部位の人骨に付着したマ
トリックスとそれ以外の散乱した人骨マトリック
スの差異、周辺の動物骨マトリックスとの異同
等が検出できれば、人骨の化石生成過程に
ついての仮説を提示し検証することが可能で
あろう。さらに人骨や動物骨の破損面や骨表
面の微細磨耗の観察結果も加えることにより、
出土人骨の化石生成史の復元を目指す。 

 
３．研究の方法 
 
以下の研究を遂行する。 
１：シリアより共同研究者を招聘 (人骨資料の
搬送)  
２：骨格資料整理、人骨同定、復元、マトリック
ス回収 
３：発掘データの整理、人骨出土状態の記載 
４：人骨形態記載、CT撮影、比較データ収集・
分析、3 次元レプリカモデル作成 
５：土壌サンプル、骨に付着した堆積マトリック
スの分析 
 
以上の研究により、 
１：出土人骨の同定 
２：人骨の形態記載と比較分析 
３：土壌・堆積マトリックス分析を伴う人骨出土
状況の記載 
を行った。 
 



４．研究成果 
４－１．出土人骨の同定結果 
発掘調査により収集した 104 袋の骨格サン
プルは、最終的に500点以上の断片となった。
これらのうち、人骨と同定可能なものは 110
点になる。結果を Appendix 1.同定リストと
して添付する。 
 
４－２．人骨の記載・比較分析 
デデリエ洞窟より 2008－2009 年の調査に
おいて発見された新たな幼児骨格について
整理、復元、形態学的記載・比較研究をおこ
なった。保存のよい大腿骨の形態と、恥骨／
大腿骨のプロポーションがネアンデルター
ル的であることから、この個体はネアンデル
タール幼児であると判明した。 
さらに、デデリエ洞窟より見つかっていた
幼児ネアンデルタール、デデリエ 1 号・2 号
人骨の下顎について、萌出中の前歯（永久歯）
のサイズ・位置とオトガイの形態を分析した。
その結果、かがく歯槽中にて成長する前歯歯
胚の大きさが、下顎オトガイ部の形態と関連
する可能性が示唆された。 
 
４－３．人骨出土状況の記載 
3号人骨は D09 グリッドより発見された(図
１)。出土層位は洞奥部ムステリアン地区の
堆積シークエンスの第 3層にあたる。隣のグ
リッドの同層位からは2号人骨がすでに出土
しており、伴出する石器は Tabun B タイプの
ルバロワ―ムステリアンと分類される。絶対
年代は放射性 C14年代測定によりおよそ 5万
年前と予想されている(Yoneda et al., 2002)。 
土壌サンプルより得た、化学分析結果は、
鉱物組成として Quartz と Calcite を含む土
壌であることを示している。出土人骨・動物
骨に付着するマトリックスと人骨周辺の土
壌サンプルの化学組成比較より、2005 年に発
見された一組の骨(上腕＋大腿骨骨幹破片)
が特異な堆積環境にあったことが判明した
（図 2）。形態学的検討を加え、このセットを
別個体と確認することができた。その他の同
一個体の人骨は、一時埋葬されたものがタフ
ォノミー過程の結果、分散したと考えられる。 
 

図１．Ｄ０９発掘区全景 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
図 2．SEM-EDS による骨付着マトリック
スの化学組成分析 
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Appendix 1. 人骨同定リスト 
List of Human and Animal Bone Samples, Dederiyeh Cave

seq.
no.
year sample ID

specim
en no

no. of
fragm
ents

conjoin
ing set
no
side
HUMAN
bone
element

1 2008 D09-16 1.1 1 I RIB
4 2008 D09-34 4.1 1 I RIB

4.2 1 I CRA?
5 2007 D09-37 5.1 1 29.1 R PAR

5.2-3 1 R FRO
6 2008 D09-49 6.1 1 R VER

6.2 1 B STE
7 2008 D09-53 7.1 1 B THO

7.2 1 B THO
9 2008 D09-70 9.1 1 10.1 L FEM

9.2 1 R? FIB
9.3 5 I RIB

10 2008 D09-71 10.1 1 9.1 L FEM
11 2008 D09-72 11.1 4 I RIB

11.2 1 L? RIB
11.3 2 L VER
11.4 3 L/L/I LUM/THO

12 2008 D09-74 12.1 7 L RIB
13 2008 D09-76 13.1 1 L ILI

13.2 4 I FEM
13.3 4 L LUM/SAC
13.4 1 I FIB
13.5 1 R? CAL?

14 2008 D09-77 14.1 2 L LUM
14.2 1 I RIB
14.3 1 I RIB

15 2008 D09-78 15.1 4 I RIB
15.2 1 L RIB
15.3 1 L RIB
15.4 1 I RIB
15.5 1 I RIB
15.6 1 I RIB  

 
List of Human and Animal Bone Samples, Dederiyeh Cave

seq.
no.
year sample ID

specim
en no

no. of
fragm
ents

conjoin
ing set
no
side
HUMAN
bone
element

18 2008 D09-202 18.1-2 2 B THO
22 2008 D09-438 22.1 1 B CER
23 2008 D09-442 23.1 1 L HUM
24 2008 D09-474 24.1 1 R HUM
25 2008 D09-488 25.1 1 I FEM?

25.2 1 I IP4
25.4 1 I MT?/FOT
25.5 1 I MT?/FOT

26 2008 D09-566 26.1 3? I VER
27 2008 D09-568 27.1 1 L? CAR
30 2008 D09-608 30.1 7+ R/L/B ISC/PUB/SAC/IP3

30.2 1 B SAC
30.3 3 R ISC/MT?
30.4 1 I TIB
30.8 1 I CRA?
30.9 1 R TAL
30.10 1 L MT4?
30.11 1 L MT5
30.12 1 L PFP
30.13 1 I MT
30.14 1 I MT
30.15 1 I FP
30.16 1 I FP
30.17 1 I FP

31 2008 D09-609 31.1 3+ R ILI/SAC/IP4
31.3 1 L SAC

32 2008 D09-611 32.1 9 R RIB
32.2 1 R? RIB
32.3 1 R? RIB
32.4 1 R? RIB
32.5 1 R? RIB
32.6 1 R? RIB
32.7 1 R? RIB  

 
 

List of Human and Animal Bone Samples, Dederiyeh Cave

seq.
no.
year sample ID

specim
en no

no. of
fragm
ents

conjoin
ing set
no
side
HUMAN
bone
element

38 2008 D09-48 38.1 1 L THO
47 2008 D09-610 47.1 1 I RIB

47.2 1 I RIB
47.3 1 I RIB
47.4 1 I RIB
47.5 1 I RIB
47.6 1 I RIB
47.7 1 I RIB
47.8 1 I RIB
47.9 1 I RIB
47.10 1 I RIB
47.11 1 I RIB
47.12 1 I RIB
47.13 1 I RIB
47.14 1 I RIB
47.15 1 I RIB
47.16 1 I RIB
47.## 2 I RIB

49 2008 D09-B8 49.1-2 2 B CER
54 2008 D09-E6 54.1 1 L RIB

54.2 1 L RIB
54.3 1 I RIB

56 2008 D09-C8 56.1 1 L CER
59 2008 D09-E5 59.1 1 R THO

59.2 1 R RIB
59.3 1 L SCA
59.4 1 B CER
59.5 1 R THO
59.6 1 R RIB
59.7 1 L? THO

61 2008 D09-E7 61.1 1 L DLT
62 2008 D09-E6 62.1 1 L THO

62.2 1 I VER
63 2008 D09-C9 63.1 1 L THO
88 2008 D09-330 88.1 1 I CRA
89 2008 D09-350 89.1 1 I CRA?
92 2009 D09-H2 92.1 1 L RIB

102.3 1 L VER
103 2009 D09-E6 103.1 1 L? RIB

103.2 1 I RIB
103.3 1 I RIB
103.4 1 I RIB

104 2007 E09-9 104.1 1 I HP  
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